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上肢に障害がある児童・生徒のコンピュータ利用

年 月 日(火 )2003 10 21

jalps@open.prop.or.jp

はじめに

学校の授業で児童・生徒たちがコンピュータを使う機会は、だんだんと増えてきていま

す。そのようななかで、上肢に障害を持つ生徒がいる場合、教員や別の生徒がその生徒の

代理で、コンピュータを操作している場面も多いかと思います。

また、障害を持つ生徒が、自分でコンピュータを操作することができるような入力機器

を、導入しようにもどのような機器があるか、あるいは、本当に入力機器が対象の生徒に

、 。 、 、使えるのか 判断できない状況もあります まして その機器の値段がとても高額な場合

予算のことを考慮すると導入できない場合もでてきます。

そこで、一般に市販されているトラックボールやテンキーあるいはゲームパッドを用い

て、標準のマウスを利用できない障害児でもマウスポインタをコントロールする方法を説

明します。

それらの入力機器とともに、ＯＳの標準の機能や、フリーウェアやシェアウェアなどを

用いることによって、上肢などに障害をもつ生徒でも、コンピュータを利用することが可

能になったり、より利用しやすくなることがあります。

トラックボールの利用

トラックボールにもいろいろな種類のものがありま

す。小型のものから大型のものまで、ありますが、大

型のものであれば、ケンジントンのものが、もっとも

使いやすいようです。

ただ、このごろのトラックボールはボタン数が多く、

不随意運動のある生徒にとって、意図せずボタンに

触れてしまい、思わぬ結果になることがあります。こ

の場合、キーガードが役立ちます。一般にキーガード

というとキーボードにつけるものですが、トラックボ

ールでも有効です。また、キーガードはガードの上で

手を休めることもできるので、腕の負担の軽減にも使えます。

トラックボール用のキーガードは販売されていませんが、大阪では、大阪府青少年会館

にある「自助具の部屋」で作ってもらえます。私が作ってもらったキーガードの価格（材

料費）は２０００円で、約２週間ほどで作ってもらえました （ここでは一般のキーボー。

ドの場合、ディスクトップ用のキーガードだけでなくノートパソコン用のキーガードも作

ってもらえます）

また、トラックボールを購入すると、たいてい利用するためのユーティリティソフトが
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ついています。このユーティリティソフトで、適当なボタンに、ダブルクリックやドラッ

グロック（クリックロック）を割り付ける

ことができます。

ロジクールやマイクロソフトのマウス用

のユーティリティソフトにもこのような機

能があります。したがって、マウスを改造

し外部スイッチをつけることによっても、

マウスのボタンを押せない生徒でも、ダブ

ルクリックやドラッグが可能になります。

なお障害者用のトラックボールやジョイステックとしては、 のトラックボPenny & Giles

ールプラスやジョイステックプラス（アクセスインターナショナル）が有名です。

テンキーの利用

テンキーでマウスポインタを動かせることが

Windowsできることは意外と知られていません。

や にはＯＳに標準で、入力を補助するMacintosh

機能があります。それぞれ、コントロールパネ

ルの「ユーザー補助」と「イージーアクセス」

です。この中に、マウスキー機能というのがあ

って、これを利用するとテンキーをマウスとし

て使えます。

もちろん、クリックだけでなく、ダブルクリ

ックやドラッグロックも可能です。 ただ、どの

キーがクリックやダブルクリックに対応してい

るかわかりにくいので、キートップに機能を示

したシールなどを貼ると、子どもたちにわかり

やすいでしょう。

また、不随意運動のある生徒には、前述のキ

ーガードを用いれば、さらに使いやすくなりま

す。なお、ボタンでマウスの制御ができる市販の製品としては「らくらくマウス」がよく

用いられているようです。

ジョイステック・ゲームパッドの利用

ジョイステックやゲームパッドをマウスの代用にするためのソフトは、意外とたくさんあ

ります。

これらのソフトは、元々はジョイスティ

ックやゲームパッドに対応していない

のゲームソフトや のソフWindows MS-DOS

トなどを、ジョイスティックで操作できる

。ようにするために作られたもののようです

このようなソフトのなかに、上肢がうま

く制御できないことを考慮に入れて、チャ

タリング対策機能やジョイステックの不感
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帯を設定する機能を持つものがあります。たとえば、パッド マウス・ などです。de Gmouse

海外では、 の という、ユーザーごとあるいは利用するソフトごSensory Software Switch Driver

とに設定を変えることもできる、非常に高機能なユーティリティもあります。

ジョイステックやゲームパッドは、ボタン数が多いので、このようなソフトを使って、

それぞれのボタンにクリックやダブルクリックだけでなく、 や あるいはファンEnter Space

クションキーなどを割り付けることもできるものもあります。

また、コンピュータ用のゲームパッドだけでなく、プレステ用のゲームパッドもアダプ

タをつければ、上のソフトを使ってマウスの代用にすることができます。

文字はどのようにして入力するのか？

、 、標準のキーボードがそのままでは使えない場合 まずキーガードの利用が考えられまが

それも利用できない場合どうすればよいのでしょうか。

じつは、 を利WindowsXp/2000

用している場合、オンスクリー

ンキーボードというソフトが標

準でついています。これは、ス

クリーン上に文字盤があらわ

れ、これをクリックすることで

文字が入力されます。この標準

でついているソフトは大きさを

変えることができない、あるい

は文字盤の文字の配置変更できない、文字がアルファベットだけであるといった制限があ

、 、 （ ） 、るのですが クリックやスキャンモードだけでなく 自動選択 モードがあるのでdwell

面白いです。自動選択モードとは文字盤の上にポインタをある一定以上の時間おいておく

と、その文字が入力できるというものです。

スクリーンキーボードで、使いやすいものとしては、 のクリックパレットがありATOK

ます。クリックパレットの良い点は、文字盤の大きさを変えることができ、文字をあいう

えお順に並べることができることです。

他にスクリーンキーボードとしては、 や （ ）がりありVisula keyboad TSK Trail Soft Keyboard

ます。 はシェアウェアですが、必要ないとき文字盤を隠したり、文字を読ませたりすTSK

る機能があります。障害をもった方にも多く利用されているらしく、購入する場合、障害

者割引があります。

なお、上記のマウス パッドにもこのスクリーンキーボード（仮想キーボード）の機能de

がありますが、マウスでクリックして使うというより、スキャンして使うこを目的として

いるようです。

単語予測機能

スクリーンキーボードで文字を入力する場合その入力の速さの問題があります。上肢に

障害がある場合、ただでさえマウスポインタを文字の位置に持っていくのが大変です。さ

、 。 、らに文字の打ち間違いなどがあり 生徒にとって大きな負担になる場合もあります また

スキャンで入力する場合など、たった１０文字でも多くの時間がかかります。そこで、単

語予測機能をもったスクリーンキーボードが考えられました。海外の製品にはこの機能を

持つソフトが多いようです。 の標準でついているスクリーンキーボードを作ってWindows
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いる会社は、実はアメリカなどで文字予測機能を持った製品をだしています。そして、そ

、 。 、のサブセットが についているものなのです 日本製のスクリーンキーボードでWindows

単語予測機能があるものは （ピート）があります。他に のようなアプリケPete HeartyLadder

、ーションソフトにはありますが

入力を補助してくれるユーティ

リティには残念ながら見あたり

ません。そこで、スクリーンキ

ーボードとは別に、単語予測を

行ってくれるソフトに市販の 楽「

々日本語 （オムロン）があり」

ます。 このソフトの「楽々入

力」という機能を使えば、文字

予測をしてくれ、入力するとき

の、キーの打数を減らしてくれ

ます。他にこのような機能を持

ったソフトとしては富士通から

販売されている「 」があJapanist

ります。

まとめ

、 、上肢などに障害がある生徒でも 一般に市販されている入力機器を少し改良するだけで

それらの機器が使いやすくなります。また、特別なソフトではなく、ＯＳに標準について

いるソフトを使ったり、固定キー機能やフィルタリング機能など利用して、より確実にコ

ンピュータを使うことができます。さらに、フリーウェアやシェアウェアあるいは市販さ

れている製品などを使うことによってより効率的に利用できます。

上肢などに障害がある児童・生徒が在籍しているとき、まず今日説明したことをやって

みられればどうでしょうか。これでは、対応できない場合は、個別に相談してください。

なお、予算に余裕がある場合や入力機器の補助が出る場合は、障害者用の製品を買われ

ることを勧めます。
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